
 

 

 
 

   

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
空

き
家
は
全
国
で
す
で
に
８
０
０
万
戸
以

上
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
08
年

調
査
デ
ー
タ
で
は
都
内
に
も
75
万
戸

以
上
あ
り
、
10
軒
に
１
軒
が
空
き
家
と

言
え
ま
す
。
居
住
支
援
協
議
会
を
設
置

し
て
空
き
家
の
利
活
用
に
よ
り
単
身
高

齢
者
、
知
的
障
が
い
者
、
小
さ
い
子
の

い
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
の
居
住
支

援
モ
デ
ル
事
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
豊
島
区
や
世
田
谷
区
の
地
域
貢
献
活

用
モ
デ
ル
事
業
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

空
き
家
と
見
え
て
も
ほ
と
ん
ど
は
賃
貸

用
や
物
置
が
わ
り
に
使
っ
て
い
た
り
、

税
対
策
の
た
め
に
家
屋
を
残
し
て
い
ま

す
。
住
宅
困
窮
者
の
た
め
の
住
ま
い
を

提
供
し
た
り
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
有

効
活
用
し
た
い
住
民
・
市
民
活
動
団
体

と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

■
人
を
つ
な
ぐ
住
み
開
き
の
多
摩
里 

 

市
内
東
和
泉
２
丁
目
に
あ
る
「
多
摩 

里
」
を
主
宰
し
て
い
る
Ｎ
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。「
多
摩
里
」
は
多
摩
川

（
英
語
で
タ
マ
リ
バ
ー
）
と
イ
タ
リ
ア

語
の
リ
ト
ロ
ヴ
ォ
（
た
ま
り
場
の
意 

味
）
を
か
け
娘
さ
ん
と
二
人
で
命
名
さ

れ
た
と
か
。
長
年
活
動
し
て
い
た
団
体

が
高
齢
化
に
よ
り
解
散
し
た
時
に
、
メ

ン
バ
ー
の
要
望
も
あ
り
、
自
由
に
過
ご

し
て
よ
い
居
場
所
と
し
て
週
に
１
回
自

宅
を
開
放
す
る
こ
と
に
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
う
ち
に
団
体
が
主
催
し
て
い

た
ミ
ニ
デ
イ
の
元
利
用
者
も
通
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
、
み
な
さ
ん
の
喜
ん
で 

   

く
れ
る
声
に
押
さ
れ
、
知
人
の
紹
介
が

あ
っ
た
人
た
ち
に
利
用
が
広
が
っ
て
い

っ
た
と
の
こ
と
。
今
で
は
月
～
金
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
オ
ー
プ
ン
し
、

多
い
日
で
１
日
20
人
、
少
な
い
日
で
も

10
人
く
ら
い
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
私

宅
の
開
放
な
の
で
バ
リ
ア
フ
ル
な
こ
と
、

今
後
居
場
所
を
運
営
・
維
持
継
続
さ
せ

る
た
め
の
住
民
力
、
経
費
な
ど
の
問
題

が
見
え
て
き
た
そ
う
で
す
。
高
齢
者
ら

が
こ
こ
に
来
る
た
め
の
移
動
手
段
の
確

保
、
食
事
提
供
の
要
望
も
出
て
い
る
と

の
こ
と
。
空
間
と
人
が
相
乗
効
果
を
生

ん
で
い
る
Ｎ
さ
ん
の
こ
の
試
み
は
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
可
能
性
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。 

■
空
き
室
・
空
き
家
の
有
効
活
用
の
た

め
に 

 
防
犯
上
、
災
害
対
策
上
解
体
す
る
必

要
の
あ
る
物
件
は
と
も
か
く
、
ま
だ
使

え
る
も
の
は
地
域
社
会
で
有
効
活
用
し

た
い
も
の
で
す
。 

 

ま
ず
空
家
や
高
齢
者
独
り
住
ま
い
の

一
戸
建
て
等
の
実
態
を
自
治
体
が
情
報 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

   
 

               

収
集
し
、
所
有
者
に
物
件
の
提
供
の
可

能
性
を
検
討
し
て
も
ら
う
相
談
な
ど
の

し
く
み
が
必
要
で
す
。
市
に
住
宅
と
ま

ち
づ
く
り
、
市
民
協
働
を
横
断
的
に
進

め
る
体
制
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
マ

ッ
チ
ン
グ
相
手
と
し
て
建
物
の
運
営
を

担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
存
在
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど

ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
民
間
不
動
産

業
者
が
対
応
し
に
く
い
公
益
的
な
活
動

へ
の
利
活
用
…
子
育
て
支
援
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
地
域
交
流
の
活
性

化
、
地
域
の
助
け
合
い
の
ほ
か
に
も
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
の
特
定
優
良
賃
貸
住

宅
、
シ
ェ
ア
住
宅
、
高
齢
者
の
グ
ル
ー

プ
リ
ビ
ン
グ
、
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
違

う
高
齢
者
施
設
へ
の
転
用
な
ど
に
発
展

し
ま
す
。
こ
う
い
う
活
動
を
通
し
て
こ

そ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
は
図
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
地域のつながりを育む空間の力と人の力 ● 

地域資源の発掘からコミュティの再生を！ 

市民活動＠こまえ ● 

３月議会報告 ● 

 

                                

                    ● 

                        ● 

● 

有益な会でした。契約アンペアを40アンペアから20アンペア

にダウンして嬉しかったのは、家計負担の軽減です。基本料金は

40アンペアの半額の561円60銭。開始は申し込み時の３月３１

日からの日割り計算。（３％アップの消費税分に見合うでしょう

か）工事は４月３日午後１時すぎ一人で３０分くらいで終了。無

料。東電の下請けの人でした。今一人暮らしなので十分でしょう。

この学習会がなかったらきっとそのままだったでしょう。二つ目

に嬉しかったのは、福島の方々とは“節電”で少し気持ちがつな

がったように思うことです。福島で作られた電力がすべて東京で

消費されていたことを思うと申し訳なく、また私の福島の友人の

お兄さんが３．１１で今も行方不明で、その海への汚染水の放流、

そして自民党政権の安定電源の考えは辛いです。 

「原発に 勤る一人 また逝きぬ 病名今度も 不明なるまま」

(佐藤裕禎著「歌集青白き光」から引用）中和泉在住 高橋俊さん 

大変興味深く聞きました。食料自給率の低い我が国では、穀物を輸入に頼っ

ており、遺伝子組み換え（GM）作物が多く出回っています。たとえばトウモロ

コシは飼料や食用油、甘味料など加工食品の原料として幅広く利用されてお

り、私たちが気づかぬうちに食べているものがたくさんあるということです。

作物の生産量を効率よく増やすため、「害虫に強い」、「除草剤の影響を受けな

い」作物を作るための遺伝子組み換え技術ですが、その効果は万全ではなく、

近年では「殺虫剤や除草剤に耐えるもの」として開発が進められています。日

本では、GM作物について、国が安全性のチェックをして認可を与えていますが、

健康に関する安全や、生産性を高める技術効果がはっきりとわからない現状で

は、不自然なものはできるだけ広がらないで欲しいと思いました。一方、環境

に影響を及ぼし、健康を害するのではないかという消費者の心配事や関心の高

まりから、そのニーズに応えるため、有機栽培にこだわったり、非遺伝子組み

換え食品を生産販売するところや、昨今では大手企業も GM 作物の自主規制を

はじめるところが出てきたそうです。今私たちにできることは、未来に向かっ

て大切なことは何かということを日々考え、食品を選ぶ際には慎重になるべき

だとつくづく感じました。（中和泉在住 Uさん） 

 

「煩わしさ」でなく 

「支え合い」「分かち合い」を生む多摩里 

人をつなげることに一役かっている 

地域通貨「ぶんじ」も 

自宅の一部

を私設図書

室として開

放する西国

図書室。自分

のお気に入

りの本をこ

こに預ける

ことによっ

て本を借り

ることがで

きる。本が人

をつないで

いく。（国分

寺市） 

 

 

5月から政策ゼミを始めます。身近な地域の課題を持ち寄って、

ご一緒に調査、解決策、提案をまとめていきます。関心のある方

は事務所（03-3430-1302）までお問い合わせください。 



 

  

 
 

        

■
３
月
議
会
は
２
月
20
日
か
ら
３

月
26
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
予
算
特

別
委
員
会
の
８
人
の
委
員
の
一
人
と
し

て
今
年
度
当
初
予
算
の
審
議
を
行
い
、

生
活
者
ネ
ッ
ト
は
原
案
に
賛
成
し
ま
し

た
。市
民
か
ら
は
全
議
員
に
よ
る
予
算
、

決
算
の
審
査
を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

◇
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
に

当
た
り
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」

を
提
出 

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

                 

全
国
の
自
治
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
会
議
を
設
置
し
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
し
支
援
計
画
を
策
定
中
で
す
。
経
済

的
考
慮
だ
け
で
な
く
、
ど
の
子
ど
も
健

や
か
に
育
つ
た
め
の
支
援
を
受
け
る
権

利
を
保
障
す
る
制
度
設
計
の
た
め
に
は
、

根
拠
あ
る
財
源
の
確
保
を
要
望
し
ま
し

た
。 

◇
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め
の
憲

法
解
釈
の
変
更
に
反
対
す
る
意
見
書
」

に
賛
成
。 

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
安
倍
政
権
が
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
憲
法
解
釈
の
変
更
で
認
め
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
憲
法
改
定

の
是
非
に
関
す
る
立
場
の
違
い
を
超
え
、

批
判
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
歴
代
内
閣

は
、
海
外
で
の
武
力
行
使
と
な
る
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
は
憲
法
上
許
さ
れ
な

い
と
し
て
き
た
こ
と
の
重
み
を
覆
す
こ

と
は
決
し
て
容
認
で
き
ま
せ
ん
。 

      

 

   

 

◇
プ
レ
ー
パ
ー
ク
常
設
に
向
け
一
歩
前

進
・
年
間
31
日
の
開
設
予
算
が
つ
き
ま

し
た
。
昨
年
10
月
か
ら
設
置
準
備
委
員

会
で
狛
江
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
め
ざ
す

と
こ
ろ
、
常
設
場
所
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
主
体
性
を
重
視
し

た
外
遊
び
の
保
障
、
多
世
代
の
交
流
の

場
で
あ
り
、
市
民
協
働
事
業
と
し
て
画

期
的
な
取
り
組
み
で
す
。 

◇
家
庭
福
祉
員
が
４
人
に
増
員
。
保
育 

                 

ニ
ー
ズ
の
高
い
０
・
１
・
２
歳
に
対
し 

て
家
庭
的
保
育
は
安
心
で
き
る
望
ま
し 

い
保
育
形
態
で
す
。
運
営
が
円
滑
に
な 

る
よ
う
配
慮
を
求
め
ま
し
た
。
保
育
園 

の
民
営
化
を
機
に
ど
の
保
育
施
設
で
も 

格
差
の
な
い
、
特
色
あ
る
保
育
が
実
施 

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

◇
不
登
校
児
童
・
生
徒
支
援
な
ど
福
祉

保
健
部
に
加
え
教
育
部
と
し
て
民
間
の

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
携
を
検
討
す
る
こ
と
は
大
進
歩
で
す
。  

 

◇
中
学
校
給
食
は
各
中
学
校
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
新
設
し
て
、
食
缶
方
式
で
あ

た
た
か
い
給
食
が
配
膳
さ
れ
、
食
缶
や

食
器
洗
浄
に
は
環
境
に
配
慮
し
た
石
け

ん
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
要
望

が
実
現
し
ま
す
。 

◇
放
射
能
測
定
で
は
市
民
の
安
心
に
つ

な
が
る
空
間
放
射
線
量
の
見
え
る
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

◇
市
民
セ
ン
タ
ー
の
改
修
は
予
約
な
し

        

・
無
料
で
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
充
実
、
可
動
式
間
仕
切
り
に
よ
る

稼
働
率
ア
ッ
プ
な
ど
の
改
善
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
一
か
所
に
集
中
的
に
財
源

投
入
せ
ず
、
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る

効
果
的
な
公
共
施
設
の
整
備
が
大
切
で

す
。 

◇
福
祉
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に

本
格
的
に
着
手
す
る
こ
と
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
民

参
加
に
つ
い
て
は
行
政
、
市
民
が
数
々

の
手
法
を
多
く
経
験
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

狛江市議会議員吉野芳子
http://yoshino.seikatsusha.net 

生き活きレポートＮｏ．１３７ 

DV根絶のためにー相談・予防教育・支援ー長崎モデル 

２０１４年度に改訂予定の狛江市男女共同参画

推進計画は１９４事業で構成され、重点施策として

はドメスティックバイオレンス（ＤＶ）や人権侵害

の根絶、ワーク・ライフ・バランスの推進、子育て

支援に取り組んでいます。「性別にとらわれない人

権の尊重という意識が市民に浸透する」社会構造を

進めるために市長、教育長とも人権尊重思想の普及

や人権教育の推進を重要課題と位置づけ、理解と関

心を深めていくよう啓発活動を展開していくとの

答弁を得ました。内閣府の２０１１年度の調査で

は、実に３人に１人の女性が配偶者から暴力を受け

ていました。狛江市でもＤＶは社会全体の深刻な問

題として認識しており、２０１３年２月にはＤＶ防

止講演会を開催したが、今後もより多くの市民への

啓発活動を実施していくとのことです。今年１月に

視察した「長崎モデル」はＤＶ対策、被害者支援の

先進的な取り組みとして、➀相談から自立までの切

れ目のない支援➁暴力を未然に防ぐための予防教

育の充実➂ＮＰＯなど民間団体との協働を重点化

していることが特徴です。ＤＶ被害者は生活困窮者

となる場合や子どもの虐待、ひきこもり、不登校な

どの背景に過去や現在のＤＶが関係することも考

えられます。狛江市でも相談支援は福祉、保健、医

療、教育など様々な分野の機関で対応しているとの

答弁でした。長崎モデルではＤＶ予防教育を学校内

で中高生に実施しています。ＤＶ予防は被害の重大

化の防止、早期発見、望まない妊娠や中絶、貧困の

連鎖、いじめ、うつ、虐待、自殺などの予防につな

がる可能性があります。またＤＶ被害者の同伴児童

の学習面や情緒に配慮した支援も充実しています。

狛江市でも被害者の側に寄り添った支援を進める

よう要望しました。 

 

 優先整備道路はどこ？ 

狛江市での第３次事業化計画の優先整備路線は

３路線です。一つ目は以前より地域住民から安全の

ための歩道確保の要望が出ている都施行の水道道

路（３・４・２号線）で２０１５年度中の事業認可

を目標としています。二つ目は市施行の岩戸北2丁

目から水道道路交差部までの約 1600ｍ（調布３・

４・１６号線）は２０１４年度中の事業認可を目標

とし、電線の地中化など周辺環境への配慮の要望が

あるそうです。三つ目が慈恵東通り、和泉本町4丁

目、慈恵医大東側の２００ｍ（調布３・４・２３号

線）では現在事業中であり早期完了の要望があると

の答弁でした。 

長期にわたり今日まで事業決定がされていない

路線については必要性を市民参加で議論するよう

指摘しました。市民からは地域コミュニティーの分

断や緑の喪失への懸念、財政状況からも整備するか

しないかを仕分けすべきとの意見は尊重に値する

と思います。第４次事業化計画にむけて、狛江市の

整備計画については適切なタイミングで十分な情

報提供をし、市民理解を得ながら進めるとの答弁で

した。東京都が行うパブリックコメントの市民意見

は反映すべきですし、市民参加を一層進めた都市計

画決定手続きの改革が必要だと指摘しました。 

■
14
年
度
歳
入
予
算
は
、
市
税
が
納
税

義
務
者
数
や
開
発
等
に
よ
る
家
屋
敷
の

増
に
よ
り
前
年
度
比
２
億
８
千
万
円
、

2.5
％
の
増
。
一
般
会
計
規
模
は
253
億
７

千
万
余
。
社
会
資
本
整
備
へ
の
歳
出
が
顕

著
で
す
。
担
当
の
組
織
体
制
を
整
備
し
和

泉
多
摩
川
緑
地
都
立
公
園
化
構
想
が
や

っ
と
始
動
。
以
下
生
活
者
ネ
ッ
ト
の
政
策

の
一
つ
「
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
沿
っ
て
予
算
を
点
検
し
ま

す
。 
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■第２回「不登校なう」DVD上映としゃべり場 

今回は狛江フリースクールコピエの子ども達とＯＢの 

話を聞きます！ 

日 時：５月１８日（日）13:30～15:30 

会 場：狛江市中央公民館２階和室 

進 行：前田かおりさん(フリースクールコピエ主宰、 

元成育医療センター心の診療部思春期心理担当) 

参加費：３００円 

主 催：不登校なう実行委員会(狛江チャイルドライン・ 

狛江にﾌﾟﾚｰﾊﾟｰｸをつくる会・ﾌﾘｰｽｸｰﾙ KOPIE・ 

ﾎﾜｲﾄﾊﾟﾚｯﾄ OYAOYAの会・サポートこまえ) 

問い合せ先：狛江チャイルドライン事務局03-3489-4583 

 

●インフォメーション● 

■第２回議員と市民の対話集会 

議会基本条例で議会を変えた多摩・ 

調布・小平の議員さんと語る会 

日 時：5月25日(日)13:30～16:00 

会 場：狛江市中央公民館第4会議室 

資料代：２００円 

パネリスト： 

多摩市議 遠藤めいこさん(民主党) 

調布市議 伊藤学さん(自民党) 

小平市議 日向美砂子さん(生活者ﾈｯﾄ) 

主 催：狛江市政改革研究会 

問い合せ先：090-3682-3614内山 

 

http://yoshino.seikatsusha.net/
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